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はじめに

2 分冊目は旧光地域の山側である。光地域の山側は 、 横芝と同じように

国道から北側になり 、 横芝に比べて台地部分が少なく 、 台地が低地に浮か
ぶような景観で 、 独立丘となっている台地もあり 、 松島のような景色と思

われる所もある。その分台地のよには遺跡、が多〈分布し 、 中世以降の遺跡

も各地に見られ、 それが現在も続いている所もある。集落の殆んどは台地

の縁にへばりつくように形成され、 中には 中世以来の形を残している所も

あ1) 、 お寺や神社にもその雰圏気を残していたり 、 中世2童物 ( 板碑や仏像)

や民俗芸能「鬼来迎」 が保存されている所もある。また 、 それに関連して 、
中世城郭が高密度で分布していて 、 台地のほとんどに見ることができるこ
とである。さらに台地のみでなく 、 低地の微高地にも居館跡があり 、 中世

にはこの地域が重要な拠点であったことが推測される。それに対して台地

の聞には低地が広がっているが、 低地での遺跡は今のところ発見されてい

ない。このような地域を 、 王に中世の遺跡、を巡りながら歩いてみると 、 そ

の特色が見えて〈るかもしれない。
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一.芝崎から虫生
横芝駅前の十字路から東へ向かい、 栗山川の橋を渡ってひとつ目の四つ

角をまた左に折れ、北に向かうと JRの踏切、国道を越えると芝崎に入る。
芝崎は栗山川が下総台地から九十九里平野に出た左岸に位置し 、 その集落
は北風を防ぐ様、に台地の南慣1)の日当りの良い所に集f主している。集落の中

央には西蓮寺という最近建替えたばかりのお寺があり、衷山を登るとその

T貫主には八幡神社の社殿が鎮座している。芝崎集落の前面には沖積平野の

水田が広がっていたが、 現在は銚子連絡道の土手が視界を遮ってしまった。
芝崎の裏山には古代の古墳や中世の城跡が点在し 、 古くからここに人々が

活躍していた事が分かる。この山を越え、北側に下りると虫生集落の家並
が見え、そのはずれに鬼来迎で有名な広済寺の古手Ijがある。

芝崎 ・ 虫生遠景



 

1 芝崎の砂丘
国道を渡って県道を 200mほど行くと 、 左側に小高い薮に震われた小山
が見えてくる。そのすぐ西側は栗山川で、 )1)のほとりになぜ小山があるの

か、 不思議に思われる。この小山は砂丘で、 おそらく栗山川で運ばれた土

砂が、 九十九里沿岸流と風に
よって盛1)上げられたものと

思われる。栗中川左岸には、

ここから河口付近まで点々と

このような砂丘が分布する。

これらの砂丘は 、 かつてここ

が海岸であった事を示し、 九

十九里平野の成 1) 立ちを考え

る上で 、 貴重な地形でもある。
今は木々が茂 1) 、初夏には鷺

が営巣して賑やかになる。

2. 芝崎地先十九夜塔

県道をさらに少し進むと左
側に町営の食肉センターがあ
り、その反対側に水田の縁を

行〈小道がある。その小道を

入ってすぐ屋根をかけた石仏

が作む。これは如意輪観音像

を彫った十九夜塔で、 像の肩

には「十九夜女人中天保
九成年二月吉日 j とある。こ

の地区の女性が、 水子供養や

安産を祈願して 、 建立したも
のであろう。

芝崎の砂丘

3 芝崎の水神様、
県道をまた北に向かい、 銚

子連絡道のガードを潜る手前

芝崎地先の十九夜塔

に左へ行〈測道があり 、 そこ

を行くと栗山川に出る。その土手から右に

周ると 、 畑の中に l 本の榎が立ち 、 その根

元へ行〈とそこに石洞が鎮座する。ここは

水神と呼ばれ、 こ の石市司に水神様を紀って
いる。地元の話では、この付近の栗山川に

は、上流からよく蛇が流れ着くと言われ、

蛇は水神の化身とも考えられ事から 、
に水神様が杷られたのであろう。

ァド神様を紀った石市司
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4 芝崎遺跡
水神様の所を含めてこの一帯は芝崎遺跡と呼ばれる古代から中近世の遺跡

がある。ここを銚子連絡道が通るため平成12年から 5 年 をかけて発掘調査さ

れ、 奈良 ・ 平安時代の住居跡や畑跡、 中世の建物跡 ・ 道跡等が出土、 農村集
落があった事が分かった。発掘では川に近いだけに、 中には洪水に遭ったと

思われる住居跡、や、 全体に畑跡、が広がっていた事は 、 他に類例が少ない注目

されるものであった。また 、 遺跡の中央部には平安時代の建物跡、が多数検出

され、 官街(役所)や倉庫、 宗教的な施設等が考えられ、 単に農村集落という

だけでなく 、 もしかするとこの地域の中心であった事も考えられる。地理的

にはここは柔山川と銚子往還との交差売に当たけ 、 重要な結節点になってい

たかもしれない。畑跡は畝溝として検出され、 ほぼ方位に沿って走 1 ) ， かっ

そのひとつの規模が方 l 町近〈 、 条里帝|を意識して区画されたと思われる。



 

9・
•• 縄文時代の石器

@ 

古墳時代の玉
平安時代の瓦

4 



 

芝崎遺跡から出土した遺物に -市 圃・・・且

は 、 古い方では縄文時代中期の _1 司司--
土器 ・ 石器、 古墳時代の玉、 遺 冒F

跡の中心となる奈良 平安時代 '. . 、 . .
では土器のほか、 緑粕陶器や長 . -

岡京の土器、 碁石なと 、 変わっ ・ 〉 ・・
=ものがある。中世になると 、 ./ 

中国製の青磁や白磁、 染付、 古 ~ ..  
瀬戸の碗 ・ 皿 ・ 瓶子、 常滑の山 軍.....

茶碗 ・ 提鉢 ・ 費、 渥美の壷、 内 (表)
耳土鍋、 土器小皿、 銭貰なと 、

一通 1) ある。

土器類

常滑鉢類
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5 中島遺跡
中島遺跡は、芝崎遺跡の東500mの水田の中、島の様になった砂州状の

微高地にあり、東西300m、 南北最大幅50mの細長い遺跡である。その遺
跡、の西部に平安時代の掘立柱建物跡群、 中央部に中世の居館跡、 そして全

体に奈良 ・ 平安時代の畑跡が検出された。また、 遺跡中央部からは縄文時

代後期初頭の土器群と炉跡が出土し 、 今から4，000年前には既にここに人

々が活動していた事が分かった。
平安時代の建物跡は 、 大形の建物を中心としてこれをコの字に囲む様に

並び、 南東部には同時期の枠を有する井戸があり 、 また 、 緑粕陶器や三足
壷などが周辺から出土し、官街(役所)の様である。中世の居館跡は周 1) を

方形に堀が囲み 、 二つの曲輪からなる方形居館である。堀で固まれた中か

らは無数の柱穴が検出され、何度も建替えが行われたようである。また 、
居館跡の南前面からは同時期の水田跡や井戸跡が検出され、当時の陶磁器

だけでなく 、 木製品や漆器も出土した。

中島遺跡全崇

平安時代の掘立柱建物跡群 平安時代の井戸跡
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中島遺跡から出土した緑粕陶器 三足壷

「片野」銘墨書土器

「畔代(足代)J 銘墨書土器

中島遺跡の中世居館跡、
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中世の中島遺跡、では 、 中央部に

堀で固まれた居館跡が、 大小二つ

の曲輪から検出された。曲輪内に

は多数の柱穴と池のような窪地、

蛇行する溝があり 、 堀外からは井

戸跡が発見され、 珍しい木製品も
出土した。陶磁器も多〈 、 古瀬戸 、

常滑の他、 中国製青磁もあり 、 こ

れらから 12世紀から 1 5世紀に営ま

れた居館で 、 背後の山の古城との

関係が考えられる。

中島遺跡の中世居館跡
凶酌よ=エ直~~
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西蓮寺の板碑群

7 芝崎古墳群
西蓮寺の横から山に登る道をたどって台地の上に上がりきって 、 竹林の
中を東の方へ行くと、山林の中にぼこぼこと土侵頭が見えてくる。そして

その先に芝崎古墳群と彫ら

れた石碑が立っている。こ
こに大小20基余りの古墳が

散在する芝崎古域群で 、 こ
の台地の標高 1140m近〈 、

ここからの九十九里平野の

眺めは最高である。古墳時
代人はこの眺めのいいここ

に 、 自分たちの守護神とな

るよう 、 先人を杷ったので

あろう。
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8 . 古城跡(ふるんじようあと)
芝崎古墳群の石碑の先を右手へ少し進むと 、 台地が細くなって東へ尾根

が延びている。その尾根を進み 、 少し下ると尾根が突然切れていて 、 その

先が高〈なっている。この高くなった所が古城跡で、 手前の尾根が切れて

いる所が堀切である。古城跡はこの尾根からしか入る事出来ず、 まさに要

害域で 、 その呼名のごとく

こ の区域の中で最も古い城

跡と考えられ、 この城から

眺める九十九里平野の中に

は中島遺跡がすぐ近くに見

え 、 その居館町、との関連が

想像される。古城跡の上に

は北側に土塁が残 1 ) 、 城跡

である事が分かる。

9 中の城跡
古城跡からまた尾根を戻

1) 、 北の方へ行くと 中の城

古城跡

E7d111L 持率-叫
FiriffjJ i認kT311JJ-d

EjYHや.三I

q 

、 .

-.治圃
跡へ行〈。中の城跡は北へ延びる台地にあリ 、 古城跡より比較的入りやす
いが、 今日は山が荒れて、 なかなか進みにく く なっている。西側|と北側に

わずかに土塁が残 1) 、 城跡

の面影を残すが、 堀は埋っ

て分からない。この城跡は

古城跡 Iこ次いで新しく造ら

れた城跡で あ ろう。
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芝崎八幡神社社殿

11 虫生広済寺
山から下けると虫生の集落に入るが、

そこ は鬼来迎で知られた広済寺の門前
で 、 右牛には朱塗 1) の山門が見える。

広済寺の開基は鎌倉時代とも言われ、

この地域の真言宗寺院の中心ともなり 、

その格式を有している。しかし 、 広 J斉

寺よけ東 l kmほどの所に鬼堂と呼ば
れる所があり 、 そこに元禄年の石塔が

あって 、 そこが元禄年代まで広済寺が

あった所であろう。
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広済寺では毎年 8 月 1 6 日 、 境
内山相IJの敷地に舞台を設営し 、

中世以来の仏教劇と言われる鬼

来迎が同保存会によって演じら

れる。ここにはかつて地蔵堂が

建っていて 、 堂の縁側と増設し

た舞台上で鬼来迎は行われてい
たという。亡者の面を被った塩

振りに始ま1) 、 大序で閣魔大王、
倶生神、 赤鬼、 黒鬼、 鬼婆、 亡
者が勢揃いして 、 地獄の審判が

行われる。

第二段饗の河原、

次いで第二段は饗の河原の幕が聞

き 、 幼子の河原での石積みに和讃の

声が流れ、 観客の涙を誘う。そこへ

鬼が現れ幼子を追い回す。その子を

救わんと地蔵が出て、 鬼を追い払い

子供たちを連れて行〈。

第三段はもう一つの地獄のエポソ

クである亡者の釜茄である。鬼来迎

では釜入れと呼ばれ、 3 鬼が女の亡

者を釜茄にして食べてしまおうとい

う 、 まさに凄まじい光景である。

第一段大序

最後の第四段は死出の山 で 、 鬼に追い立てられた亡者が山に登 IJ 、岩でた

たかれ、 また落ち 、 そこへ観音菩薩が現れてその亡者を救って 、 幕となる。
鬼来迎はこの四段のほかに 、 広済寺縁起を示した三段があるが、 現在は演

じられていない。これらを全て J寅じられると 2 時間を越える 、 大変な車IJ にな

る。始められた当時は仏教の庶民への普及 、 そしてこの地の領王の寺院建立

と言ったものを分かけやす し あたかも宣伝する様に筋立てが構成されてい

る。そして毎年行われてきた事が、 中世以来という何百年もの間続いたので

あろう。現在ではこのような劇は全国で唯一であり 、 昭和51 年 、 国の重要無

形民俗文化財が新設された時、 真っ先に指定された貴重な民俗芸能である。
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1 2 . 鬼堂跡
広済寺から水田を隔てた 700m東の山の麓に、鬼堂と呼ばれている所があ

る。現在は 山林になっていて足を踏み入れる事は困難になっているが、 薮を

かき分けて中に入ると 、 緩い斜面部に 1 辺 5mほどの平らな土段があり 、 お
堂の基壇である事が分かる。また斜面部の下の方には無縫塔とお地蔵様が横

たわけ 、 無縫塔には元禄年の紀年銘が見える。この事からここに江戸前期ま

で寺院があった事が考えられる。
鬼来迎の寺縁起諜によれば、 ある時諸国行脚の僧がお堂に宿を取ったおけ 、

夢で地獄の責め苦に鳴ぐ娘を見る。その翌日そのお堂へお参 1) に来た地元の
領主にその話をしたところ我が娘だという。そこで僧は娘の名を改め、 仏教

への帰依を深める事で娘は救われると説いた。

の様に湿地になっている。平成 4

年には一部発掘調査をして、 中世

の陶磁器や石塔が出土した。それ

らから鬼堂は元々中世からある寺
院で 、 それは J争土式伽藍を有した

大きな構えであった。それが江戸

前期に火災に遭い 、 現在の地に移

1) 、 今の広済寺に繋がったと思わ

れる。

発掘した鬼堂跡

また 、 地元の言い伝えでは 、 あ

る時空から鬼の面が降ってきて、

その面を被った女が鬼になって、

村人を襲い始めた。そこで村では

その鬼を捕らえ 、 お堂の脇にある

井戸へ投げ込み埋めてしまったと
いう。そしていつしかこのお堂が

鬼堂と呼ばれる様になったという。

この鬼堂には 、 北部に薬師と呼

ばれる所があり 、 西側の前面は池

無縫塔と地蔵

鬼堂の南西方向の山上には古

城跡があ 1) 、 その古城の鬼門に

鬼堂が位置する。かつては賑わ

っていただろう伽藍は、 今は薮

に覆われ、 ひっそリとしている

だけでなく 、 人の侵入を拒む様
に 、 特異な雰囲気を有して仲む。



 

13 丸塚城跡
広済寺のすぐ北側に小高い独立

丘がある。周 1) は急斜面で岡とい

うより小さな山である。周囲の斜

面には段々があり 、 頂上は周囲に

土塁が周 1) 、 南側に入口の切れ込

みがある。小さい単郭の砦と考え

る事もできるが、 芝崎城跡と
城の出城として使われたかもし

ない。

14 田中砦跡 ・ 星宮神社

丸塚城跡

丸山城跡から西へ水田を越えた対岸の山を登って行くと 、 その頂上に

木戸門の様に鳥居が立ち、そこを潜ると奥に神社が建っている。神社の

境内はあまり広〈なし周けは土手の様に高〈なって神社を囲っている。

ここは田中砦跡と呼ばれ、周りの土手は土塁で、 その外側に空堀が廻る 、

小さな中世城 ~Ií である。その中央に鎮座する神社は星宮神社で 、 千葉一

族が信仰した妙見様を肥った社である。神社の左手のうし高い所には、
石桐と三角頭の無銘石塔が立っている。この無銘石塔は中世の板碑の一

種で 、 虫生では数少ない

中世遺物である。この中

世城郭を出て少し下がっ

た所にも子安神社の桐が
あって 、 中に石市司が鎮座

し 、 子育ての信仰が盛ん
であった事を物語ってい
る。
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15 芝崎城跡
田中砦跡から尾根伝いに行〈事もできるが、 いったん山を下リて西側を

廻 1) 込んで行くと道伝いに山へ再び畳 1) 、 台地の南先端へ行〈と芝崎城跡

の土塁が見える。芝崎城跡は栗山川に少し突き出した台地の売にあり 、 周
けを土塁で固まれた不正形な単郭の中世城郭である。

芝崎城跡から西を眺めると 、

栗山川を挟んだ先には坂田城

跡が望的 、 戦国時代、 ここが

栗山川の水運を守る要であっ
た事が分かる。この城跡と連

動する様に、 眼下には芝崎遺

跡、の中に水神城跡、が発掘で分

か 1) 、 戦国期の陶磁器も出土

し 、 立体的な要衝として形成

されていたのだろう。

16 虫生浅間塚
中央の山上が芝崎城跡

じ叩あ?!?? j1
134:}hhF J ミ 三..  

栗山川と平行する様に北へ延びる

台地よの中ほどの縁に、 古墳と思わ
れた塚がある。それを登ってみると

割と急斜で 、 方形である事に気づき 、

おそらく浅間塚(富士塚)と思われる。
地元ではもうほとんと.浅間信仰は廃

れ、ここ に浅間塚がある事さえ忘れ
去っている。しかしこの浅間塚に登

って立って見ると 、 栗山川を挟んで

遥か西方に富士山を望む事ができる。

凶-プィ考饗ちま 1 ;
λ い ぷ:司 ~μ 圃. ;

r;;:;J 贋酒田

虫生の山の中にある浅間塚

17 虫生路傍板碑
虫生集落から県道へ出る手前左側の山の麓に当た

る所に、 大きな飯岡石で造られた石碑が立っている。

中央部に種子の党字キリークが彫られ、 ょに天蓋、
両脇に理洛が認められる自然石板碑で 、 町内では最

大の中世板碑で 、 町指定有形文化財になっている。

18 虫生路傍石イム
県道に出てすぐ右側に、 小さな屋根を

かけた下に三体の石仏が並んで立ってい

る。右 2 体は頬杖をついた如意輪観音で 、

十九夜塔である。左は憤怒の形相をした

青面金剛像を彫った庚申塔である。集落
の入口であり 、す ぐ横に小川が流れ、 そ

のような場所にこれらの石仏が建てられ

たのであろう。



 

宮下 ・ 傍示戸
虫生の北、 水田を挟んだ向かい伊!の山の麓には富下の集落があり 、 その山

のほとんどが傍示戸と呼ばれ、 その集落 は栗山川に沿った西側にある。また 、

山の北相'1の小さな谷津沿いに傍示戸字若梅の集落が隠れる様にある。それぞ
れの集落にはお寺や神社があるが、 その状況は様々 である。山のよの台地上

には九十九里地域水道企業団の浄水場があリ 、 地域の上水道の重要な供給源

となっている。 傍示戸台地は東側で小川台に繋がるが、 括れて切り通しとな
って 、 独立丘の械になって周りは急斜で要害になけ 、 その地形を利用して中

世に城が築かれた。
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1 9 . 宮下青年館前
虫生入口から県道を北へとり 、 向かいの山が見えて右の農協を過ぎ、 左に

入ると宮下青年館がある。青年館の敷地にはそこここに石仏が立っていたり 、

転がっていたけしている。奥には墓地があり 、 ここに元はお寺があったと思

われる。記録によると清照寺と呼ばれる真吉宗寺院があった事が分かけ 、 富
アでは東西にお寺が 2 寺存在した。石塔では入ってすぐ右側に五輪塔と宝箆

印塔があり 、 左側の草むらには十九夜塔や馬乗り馬頭観音塔が埋もれる様に

ある。

20 崖中にある小さな神社
富下青年館前を東に往き 、 県道へ出てすぐ

左に鳥居が立ち 、 その先に崖を登る階段があ

り 、 その上に伺がある小さな神社である。近

所の家の氏神様なのか、 村で信仰した村社か

分からないが、 今はどの神様を紀っていたの

かさえも速い記憶になってしまった。

21 富下金蔵院
県道をさらに東へ歩くと山根1)にまだ

新しいこじんまけしたお堂が見えてく

る。宮下金蔵院と呼ばれるお寺で、最
近本堂を建替え
たばかりである。

阿弥陀如来が本

尊の真言宗智山
派の寺院である。

お堂の横には古

L 、墓石を集めた

無縁仏塔が築か
れ、 入ロには庚

申塔とお地蔵様 庚申塔と地蔵
が立っている。

金蔵院本堂と無縁仏格



 

22 . 若梅青蓮寺

金蔵院前の県道を左へたど 1) 、

界が開け 、 左へ入る道があって 、

その間を入って行くと左側にお

寺の本堂が、 山の中腹の少し高
L、所に見える。これが若梅青蓮

寺で真言宗の寺院であるが、 今

は無住となって誰もいな L 、。

青蓮寺の本尊は大日如来であ
るが、 本堂は締っていて拝む事
はできな L、。境内にはいくつか

石塔はあるが、 墓地はない。小

さな集落でこのようなお寺を守
って行くのも大変であろう。

23 . 若梅愛宕神社

青蓮寺から少し谷を上がると 、

若梅愛宕神社社殿

24. 富下↑皇根神社

愛宕神社の下の道からさら
に坂をよると台地の上に出て、

畑を挟んだ南の社の中に社が

見える。これが富下憧根神社
である。椎の木の大木に囲ま
れた中に覆屋の下に本殿があ

り 、 その前に拝殿がある。本

来は富下の集落から上がる参

道があるが、 急坂で今はほと

んど使われていない。 ↑皇根尊
は女神で 、 面足尊と対になる

神である。

力一ブを過ぎて 300mほど北へ行くと視

そこを行くと谷沿いの小さな集落がある。

若梅青蓮寺本堂

左側に鳥居と山を登る急な石の階段が見

える。この石段をよがると 、

神社の社が山の頂ょに建って

いる。これが若梅愛宕神社で 、
脇には樹齢の古い椎の木が生

え 、 守中平土を守っている。

愛宕神社は京都北西の愛宕
山に鎮座す る神社を本社とす

る火伏の神で 、 山岳信仰の対

象ともなって、 修験道の道場

として各地に勧請された。そ

のためここも山のよに祉が建

てられたのであろう。

富下 ↑皇根神社本殿
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25 宮ア大師
↑皇根神社からもとの道に戻って西へ行くと

浄水場があり、その手前の畑の中に柄のよう
な屋根の下に 、 石の大師様が鎮座している。

なぜこんな畑の中にお大師杯、がぽつんとある

のか分からないが、 この場所が宮下地先で 、

↑皇根神社の裏手に当たる所から、神社に仰参

1) したついでに 、 大師参 1) をしたのかもしれ

ない。年代は分からないが、 石の作りからし

て明治以降のものであろう。

26 傍示戸城跡、
浄水場の沈殿池を廻 1) 込んで、 台地の南西

端へ行くと 、 土塁の一部が見られる。ここは

傍示戸城跡で、 平成 16年に浄水場の拡張のため発掘調査され、中世の空堀

や居館跡、 地下式坑等のほか、 古墳時代の住居跡も検出された。傍示戸城

跡は文献等では全〈記録がなく 、 誰が築城したか分からないが、 発掘で出

土した陶磁器から 15~ 16世紀初めに存在した事が明らかになった。調査地
からは空堀で分けられた区画に居館である建物跡の柱穴が多数検出され、

その脇からは地下式坑や粘土貼土坑などの中世遺跡、に多〈見られる遺構が

検出された。陶磁器は古瀬戸や常滑に混じって中国製白磁があり 、 他に硯

もあって 、 資力を有した武士団

が居たと思われる。

古墳時代住居跡、は 6~7 世紀

の後期で 14軒、 掘立柱建物跡、が

l 棟、あって、ひとつの集落を形
成していたと思われる。台地の

北部に古墳があり 、 それとの関

連が考えられる。

-s 

傍示戸城跡、から出土した陶磁器



 

27 寅問台古積

10m''''' 
11va岨

浄水場の機場建物の横を廻って北

側に行くと 、 畑の中に小高い高まり

がある。これが寅間台古墳と呼ばれ
る遺跡であるが、 1 基だけであるの

ではたして古墳であるか調査してな

いので分からない。古墳と言えば傍

示戸台地の東にある小 JiI台には、 1 0

数基の古墳を有する小川台古域群が

ある。それから推測すると 、 この台

地にも本来もっと古墳があったかも

しれない。

f T可唖ーーー竺
ーー町、一与旭 川ρ重「aF・‘ " ・、 ... ":'.量当

28 傍示戸成就院
浄水場正面の坂をア 1) て行〈途中で左

に入る道があリ 、 そこへ行くと小さなお

堂と墓地がある。ここが傍示戸成就院で
真言宗の寺院であるが、 今は本尊を安置
するノl、堂があるのみである。小堂の中に

は本尊である木造阿弥陀三尊立像のほか

阿弥陀如来や如意輪観音、 菩薩形像など

の木造の仏像があるが、 どれも荒れてい

宮間企士清

た。境内西側は墓地になっていて、 その 成就院小堂
中に地蔵や観音の石仏が横たわっている。

成就院境内の石仏

29 ， 傍示戸石仏群

成就院の南出口から道路に出る所に 、

数基の石塔や石仏が立っている。右か

ら十九夜塔、 地蔵を彫った念仏塔、 横

たわった庚申塔、 奥には墓塔が立って

いる。これらは江戸時代の石仏で 、 砂

岩や凝灰岩製で 、 木の下にある所から 、

苔むして古〈見える。
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30 石芋大師堂
傍示戸石塔群の道路を挟んだ向かい側に、 小さなお堂がある。中には石造

の大師像が安置され、 このお大師様を石芋大師と呼ばれている n 昔、 ある僧

がこ こ に寄ったおけ 、 地元の百姓が芋

を洗っていたという。その芋が余1)に

もおいしそうだったので、 その僧が分

けて欲しいと乞うたが、 百姓は芋を僧

に分けなかったという。僧が去った後、

百姓は芋を煮て食べようとしたが、 石
の様に硬くて食べられなかった。後に

この僧が弘法大師だと分かけ 、 大師の

因縁だという事で、 大師像が造られ、
こ こに杷られたのであろう。このよう 石芋大師の小堂

な話は全国にあり 、 おそらく中世から

江戸時代にかけて、 高野聖が弘法大師

の伝説を広げたものと解釈されている。

31 傍示戸星宮神社
旧道を北へ行くと右手の山の麓に鳥

居が見え 、 小さな神社が鎮座している。

これは 星宮神社で 、 妙見様を杷ってい

て 、 千葉氏に関係する神社と思われ、
山のよの傍示戸城跡と係わけがあるの

だろう。

32. ，*示戸の小宇土
l日道をさらに北へ行くと 、 山によが

るノト道があり 、 そこへ行くと上がリ き

った所に 、 小さな社が建っている。こ

の神社の杷られている神様は不明で 、

神社名も分からない。

33. 傍示戸庚申塔
傍示戸の北のはずれで 、 橋を渡る手前の右 1'-11 に 、

高さ 2 .2mの立派な庚申塔が立っている。庚申塔では

町内最大であり 、 砂岩製の塔身には青面金剛に三猿

が彫られ、 笠が載せられている。宝暦の紀年銘が読

み取れ、 今から 250年 も前の江

戸中期の塔で 、 野ざらしながら

き れいに残 されている。また、

脇には小さな道祖神の塔が 2 基

並んでいる。



 

34 宝米中島薬師堂
橋を渡ると宝米の 中 島であるが、 この小さな集落の中に薬師堂と呼ばれる

小さなお寺がある。ほとんど掃除 も されてなく 、 半ば朽ちて倒れそうである

が、 周けには墓地もあり 、 大姉堂も横にある。 本尊は薬師如来と思われるが、
中にはもう何の仏様か分からない小さな木造があり 、 脇には町内では珍しい

十二神将像がある。境内には古そうな石塔もあ 1) 、 江戸時代から続くお寺で

あろうが、 今は寺名も分からず 、 朽ち

ょうとして L 、る

一宝米 ・ 新井
傍示戸から北を眺めると 、 テープルのような広い台地が迫ってくる様に

横たわっている。その台地の南から東側の裾に、 宝米の集落が広がってい

る。台地のよは一面畑で、 北の方で少し高くなって起伏を有するが、 ほぽ

平らな地形である。標高は南部で 32m、 北端で 38m弱あリ 、 南の芝崎よ 1)
低い。これはで総下位面段丘の台地で、 周 1) の侵食が少ない事から 、 広い

平士旦な台地となって L 、る。

この台地にもかつては古墳が点在していたが、 昭和30年代の開墾でほと

んどが破壊されてしまった。また、 台地の縁には神社が 4 社あり 、 そこだ

けは鎮守の杜が残され、 古木が茂っている。寺院は集落の中にあり 、 宝米

には 2 寺 、 台地の北側の新井には 1 寺が今もある。
新井は台地北東慣IJの入 1) 江の様に半分山に固まれた低地に集落が形成さ

れ、 戸数 70軒ほどがひしめく様に小路に沿って立ち並んでいて、 昔からの

集落景観は変わっていない様に思われる。その集落の中には小さな観音堂

があって 、 それは個人所有と言われ、 村の寺は 東のはずれに墓地とともに

ある。
22 



 

宝米 ・ 新井台地遠景
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35 宝米十九夜塔
宝米中島から道を北へ向かうと 、 道の右側に

屋根を付けた石仏が水田と水路の脇に立ってい

る。ここの十九夜塔は町内では珍しく 、 駒形の

本体の上部に小さく如意輪観音が浮き彫けされ、

そのアに大きく「聖如意輪観世音菩薩」と文字が
彫り込まれている石塔である。高さ I j: 7 2crn あ 1)

少し欠 け ている所があるが、 屋根が掛けられ、

今日も信仰の対象となっているようで、 吹き曝

しの中 、 良好な状態で立っている。

塔夜九十の中田水米{
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木造阿弥陀三尊像
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37 宝米明光i究宝蔵寺
道をさらに北へたどると左側山裾

へ上がる道があり 、 そこを入るとす

ぐ左側に山を背にしたお寺がある。
ここは明光院宝蔵寺と呼ばれ、 境内
への入口の両相1)には六地蔵が迎え 、

小きれいな本堂と境内の庭が、里の

お寺の雰囲気を醸し出している。境

内には室町時代の板碑が立ち 、 中世
から続〈古手'1である事を物語ってい

る。板碑は方形の黒雲母片岩の板石

に 、 ニつの区晶線の中にキリークの

種子がニつある双式板碑で、 下総型

25 

板碑のひとつの典型である。また、 境内には如

意輪観昔の十九夜塔と地蔵の座像石仏がある。

こちらはどちらも Jエ戸期のものである。さらに

境内の一角にはお稲荷さんも杷っていて、 江戸

時代のようなお寺である。お寺の道を挟んだ北
側は湿地があって、地図を見るとここは元々弁

天池と呼ばれる J也で、その脇には弁天様、を配っ
たと思われる石洞が立っている。

38 宝米台地の庚申塔と馬頭観音
明光院から坂を上 1) 、 台地の上に出

て 、 そのまま真直ぐ中央の道に出ても

良いし、眺めの利〈台地の縁を歩いて

西側の縁まで行くと 、 石塔や小堂が

っている一角がある。その曲がり角に

庚申塔と馬頭観音の石市司、 ほかに

らしい石塔がかたまって植え込みにれ

れて立っている。ここが元守の街道

であったのだろうか。



 

39 宝米台の小社群
宝米台地の南西隅の庚申塔と
は向かいになる所に 、 ノl、さな祉

が 2 座並んでいる。またその社

のはす向かいに護国神社の社が

あり 、 神社群の様になって L 、る

護国神社以外は何の神様を紀っ

て い るか分からないが、 村から

外れた所にかたまって神様を杷

っているのは 、 神聖な所と言う

特別な ;意味が在るのであろうか
このすく後には村社である大棟

梁大神の社がある。
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.ー・41 宝米台の古喰

宝米の台地はかつて多く

の古培があったと言われる
が、 昭和30年代の開墾の時、 その

大部分が漬されてしまった。その
時の l 基は調査され、 わずかなが
ら記録が残っている。また 、 この

台地の南端には、 古墳と思われる

小山があ 1) 、 残された古墳のひと

つと思われる。

回

台地縁にある子安神社小社など
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42 宝米遺跡
宝米の台地は 南北1000m、

東西400mの広さがあるテープル

状の独立した丘で、 標高35m前後

のほぼ平坦で、現在は全体が畑地

となっていて 、 雄大な広さを見せ

ている。かつては山林でその中に

古喰群があったが、 昭和30年代に

開墾されほとんどの古域は破壊さ

れてしまった。現在は旧石器時代、

奈良 ・ 平安時代の遺跡として残さ

れ、 畑を見ると土器片などを見る
事ができる。古墳が破壊される時、

1 基だけ調査され、 その記録が残

っている n

宝米台地

LT4EN 
戸句~. 土 ー 寸

霊~古 PPr-L
."図 米古渡訴分布図及び玄米 6 号墳右通信実測図〈刷"ff図 I ~ーーー}

43 新井白幡神社
宝米台地の東端に、ひときわこんも

けした杜があり 、 その中に古びた社が

鎮座している。神社名は白幡神社と呼

ばれ、 八幡神を杷 IJ 、牛前に拝殿、 奥

に本殿が建てられている。本殿は流造

であるが、 妻が無い寄せ棟の様になっ

た変わった造けである。八幡神は J青和
源氏の氏神で、 清和源氏は白旗を用い

た事から 、 この神社の名となったので

あろう。

'11 



 

44 宝米遺跡発掘地
ここは平成21年 、 周辺地域の農業用水確保のため、 栗山川から汲上げるポ

ンプ場建設のため 、 事前に

発掘調査された所である。

この場所は宝米台地の北端

に当たリ 、 その眼下には篠

本 ・ 新井から多古の田圃が

一望でき 、 その中に栗山川

の流れをたどる事ができる

この見晴らしの良い所で、

発掘調査によって出てきた

のは 、 今から 1 万年以上前

の l日石器時代の石器である

当時の旧石器人も 、 ここか

ら栗山川を眺めて生活して
いたのだろうか。 発掘地から眺める栗山川低地

45 新井浅間神社
宝米台地北端から西縁を

戻ると 、 欝蒼とした木立の

中に社が見える。浅間塚ほ

どではないが、 少し小高く

なっているので 、 もしかす

ると古墳の上かもしれない

木立を払えば速く西に富士

山が、 ここから見えるかも

しれな L、。町内には浅間神

社がいくつもあり 、 富士信

仰が盛んであったときもあ
ったのであろう。

46 新井稲荷神社
浅間神社から西へ下りる

と 、 道の脇に鳥居が立つ。

これが新井船戸谷稲荷神社

で 、 鳥居の右脇には珍しい

稲荷大明神の石像が、 左側

には巡拝記念碑と道標が立

っていて 、 ここが元々の街

道筋であった事を示してい

る。稲荷大明神像は江戸宝

暦 2 ( 1 765)年の紀年銘があ

1) 、 江戸中期にはこの稲荷

神社があったのであろう。
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木立の中の新井浅間神社
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木造如意輪観音座

49 新井路傍板碑
観音堂からさらに集落内を抜け 、

東へ行くと道脇に今度は板碑が立

っている。これは室町時代に造ら
れた供養塔で 、 中央より少しょに

ニつの党字「キリーク 」 が刻まれ
た双式板碑で 、 他に紀年銘等は見
られな l 、。屋根が掛けられ、 花を

生ける花瓶なとが置かれていて 、

今も近所の人々の信仰を得ている

のであろう。

新井路傍の板碑
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50 新井の道標
板碑が立つ小道から東へ宝米に向かう園丁道に出 、 一筋

北へ行くと 十字路に当たり 、 左の消防庫のはす向かいに

石の角柱が立っている。脊柱の北面には「山倉香取佐原
道j 南面に は 「八日市場旭銚子道J と主'iまれ、 ここが街

道筋であった事が分かる。

51 新井万福寺
道標前の県道を南へ行き 、 坂を上る手前を左に入ると

お寺の山門が見え 、 それを潜ると新井万福寺の境内であ

る。万福寺の堂塔はすでになく 、 集会所があるのみで山
門のみがお寺であったことを示す。山門の左側には樹齢 新井の道標
五百年は超えると思われる回T指定天然記念物の椎の木の老樹が茂 1) 、 境内の

南側は山が迫 1) 、 その裾に墓地があり 、 その中央には町内唯一の閤魔大王の

石像が鎮座し 、 その後ろに層塔が立つ。この

墓地前にはかって町指定天然記念物の槙の木
もあった。また県道に向かう墓参道の左側に

は屋根をかけた如意輪観音像を彫った十九夜

塔があり 、 県道に出る右側には青面金剛像容

と文字塔の庚申塔が立っている。県道を扶ん

だ西世帯lには小堂を構えた子安観音や犬供養塔
などが立ち 、 ここは町内でも様々な信仰の形

がみられる面白いところでもある。

30 
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52 新井東稲荷神社
万福寺の横を抜けこみちを東
へ行くと、その正面に鳥居が見

え、その山裾に稲荷神社の小さ

な社が鎮座している。社の前に

は狐が守っていてお稲荷様であ

ることがすぐわかる。こちらは

栗山川近くのお稲荷様より新し

く建立された社かもしれない。

また 、 鳥居の西 50m ll どの山
裾にも小柄があり、そこには稲

荷大明神の石像が鎮座している。

53 新井子安観音
万福寺墓地の県道をはさんだ

向かい側に小堂や石塔が立ち並

び、 また墓石らしいものも立つ。

小堂の中には赤ちゃんを抱いた

子安観音の石像が鎮座し 、 きれ

いに清められていて 、 今も信仰

されていることが察せられる。

隣の小堂には説諭塔が立ち 、 そ

の横には小さな文字塔があり 、

よく見ると犬狗供暑の文字が見

え 、 江戸時代の犬供養塔である
ことが分かり、当時犬を大事に

していた証拠である。

稲荷台明神石像 子安観音石像



 

四 市野原からニ又へ
市野原 ・ ニ又台地は新井 ・ 宝米台地方、ら統〈ヤ総下位面の平坦な台地

で 、 集落は台地の南側にへばりつくように東西に長〈伸びている。市野

原集落の戸数は少な し 宝米集落と向かい合うように並び、 檀家寺は宝
米明光院で、 どちらかというと宝米に寄1)そっているようである。その

東隣につながるニ又とはどこで境になるか明確ではないが、 何となく庚

申塔があるあたりになる。ニ又の北部は 少し谷津が入 1) 、 そこが集落の

中心となり 、 お寺もそのあたりに集まっている。ここのお寺にはお墓が

少なく 、 その代わり台地のよには多くの墓地が見られ、 野辺の送 1) が昔

から今日まで同じように続いているのであろう。
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54 市野原庚申塔と道標
新井から市野原 ・ 宝米へ抜ける県道

の切通しを越えると左側の辻に庚申塔

と道標が立っている。ここで左へ曲が

ると市野原から二又へ行〈遂になり、

右へ行くと宝米の集落へ抜ける道とな

る。その分岐点となるここに立つ庚申
塔は 、 また宝米集落の入1)ロにもあた

り 、 その集落の守リ手中でもあったので
あろう。 この庚申塔のすく・ 南側には今

日も現役の茅茸民家が建っている。

55 ニ又鴻/巣の庚申塔
県道から左に折れ、 山裾の道を東

に行主 、 エ務店の前を来たところで
山相IJに上がる小道があって 、 その先

を見ると山裾に庚申塔が立っている。

庚申塔は 2 基で 、 青面金剛の保容塔
と文字塔が並び、 f象容塔の方は青面

金網の憤怒相などはよく残っていて

見事である。なぜこんな山裾に庚申

塔が立っているのか工務店の王人に

聞いたところ 、 この庚申塔の前に昔

は道が通っていたとのことである。

こうした石仏を見ることによって 、

すでにすたれた古道を辿ることがで

きるのである。

市野原辻の庚申塔と道標



 

56 ニ又厳島神社
ニ又に入る所で南の水田の

中を見ると、こ んもりとした

中 Iこ小さな社が確認できる。

行ってみると厳島神社と扇額

された神社で 、 江戸時代ぐら

L 、からあったと思われる。な

ぜこんな水田の中に神社があ

るのかわからない。

57 市野原観音堂
ニ又の山裾の道が左へ大き

く曲がる手前に、左へ入って

坂をよがる小道があリ 、 そこ

へ行って坂を登 1) つめ 、 平坦

な台地を西へ行主 、 台地縁の

墓地近くの茂みの中に入ると 、

小堂と石仏が多数立っている

所がある。観音堂といっても

地元では馬頭観音堂と言われ、

その中央には馬頭観音像の石

仏がある。また 、 斜面の近く

には地蔵や牛洗石などがあ 11 、

田圃の中にある厳島神社

ここはもともとお寺であった 市野原観音堂境内
ことが分かる。小堂には石造如意輪観音や木造観音蔵が安置されていたが、

現在は宝米明光院に保管されている。もう一つ地元の伝承では、 この観音

堂には摺墨桜とよばれた桜が植わっていたという。摺墨といえば鎌倉時代

頼朝が有し 、 梶原景季にヤ賜された馬として有名で、 その摺墨がここの桜

の木につながれていたというので、 これを摺墨桜とつけられたと言われる。

もしかすると 、 この市野原の台地は鎌金時代馬の放牧場であったのかもし

れない。馬頭観音との関連も考えられる。

馬頭観音塔 石造女ロ :空輸観音像 木造観
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58 八雲神社
観音堂のjヒ 100mほどのと
ころ畑の中に 、 木々 に囲まれ
たノ\雲神社がある。八雲神社
は出雲大社の摂社で 、 素斐鳴
尊を祭神とする神社であるが、
この地域では少なく珍しい神
社である。また 、 集落からは
隔てているが、 観音堂ととも

に信仰されていたのか。

59 ニ又石市司群
八雲神社から台地ょを東へ横断し 、
東の裾を下りていくと右側の古木の

快に石市司が鎮座する。文字の確認も
難しく 、 札もないため何の神を祭っ

ているかわからなくなリ 、 杜の中に

転がるように作んでいるだけである。
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三福寺本尊の不動明王 三福寺前の板碑
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61 ニ又口福寺跡
三福寺から坂を下リて右

の小道を入ると 、 左側に今

はゲートポール場となって
いる広場がある。広場の周

リには石仏や墓石が少し並

んでいて 、 何かいわくあり

げな所である。ここも元は

お寺があって口福寺と言わ

れていたという。広場と小

道との聞の土牛上には道に

向かつて庚申塔が立ち 、 そ
の先の角には如意輪観音像

を彫った墓塔が広場に向か

つて立っている。

62 ニ又長福寺
ゲートポール場の南隣に

は一段高くなった広場がま

たあリ 、 山根'1 を背にしてニ

又青年館が建ち 、 それと並
ぶ様に古びたお堂が建って

いる。これがニ又長福寺の

名残のお堂で、 その南向か

いには朽ちかけた山門が遣

最近までゲートポール場だった寺跡

町 " r:;F .. '.'2，<:~~;:':: ' :::':~ 
園 、 ;ゆ.マj
言 明 き 111 ーン手、\引
弔 iil 月二

斗7\I午いえ.リ
庚申塔 墓塔

っている。お堂には素朴な彫の七観音や厚化粧された毘沙門天が安置されて
いるが、 今はあまり拝まれていないようである。山門の内側両袖には中世の

五輪塔や宝箆印塔が、 また外担'1の両袖には六地蔵が並んでいて 、 元来中世以
来の古手'1 でそれなりの格を有していたお寺であったことを示す。中門と並ぶ

東側の広場入リロの脇には中世板碑が 2 基並んで立ち 、 右の方は飯岡石に五

輪塔を線刻した町内唯一の五輪塔板碑である。左は党字を彫った種子板碑で
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ある。広場を出てすぐ右手には梯子や木柱を収納している所があり 、 ここ

にある梯子はここの地区で過去に行われていた梯子獅子舞に使われていた

のもだという。ここでも昔は梯子獅子が舞われていた一つの遺物のである。

道標と板碑 2 基 山門内の中世石塔



 

五篠本
篠本は横芝光国Tで最も北に当たる所で、北を匝瑳市や y 古"Tに接し 、 周

1) を栗山川低地に固まれ、台地の部分は少なく 、 なおかつ浸食が進んでい

て台地上の平坦部が狭磁な下総上位面であって、畑地が極めて少ない所で

ある。しかし、その地形を利用して中世には城郡が各地に造られ、地理的

な位置から要衝となっていた。現在は地区の中央部が工業団地となってし

まったが、ここにはこの地域を治的た領王の城跡があ 1) 、その周けには配

下の屋敷が立ち並ぶ村落があったことが発掘調査によって明らかとなった。

発掘調査では中世城郭以外に旧石器時代から縄文、 弥生、 古墳、 奈良、 平
安と各時代の遺構 ・ 造物が出土し、さ らに江戸時代の民家跡もあった。こ

の様に歴史のある地域であることが発掘調査でもわかり 、 今日も存在する

新善光寺、 寒風城跡など歴史遺産も含め、北辺であるが重要な所である。

篠本広域図
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篠本地区の空中写真
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63 篠本三行寺
ニ又十字路を北へ渡 1) 、 すぐ左に入る道がある。これは県道の旧道で、
篠本三区へ行〈道である。左に日吉小学校、 右に!日農協を過ぎ少し北へ

行くと 、 右手の少し高くなった所に赤い建物がみえてくる。それが篠本

三行寺の本堂である。三行寺は最近立て直されたお寺で、 本堂はきれい
であるが、 現在は無住となっている。

Eii司同・W苧司=司同

E園

~. 日寸
三行寺本堂 三行寺前のお地蔵様

64. 篠本三区区民会館前

三行寺から県道に戻 1) 、 北へ向かうと県道の両側に山が迫る牛前を左

に入 1) 、 少し行くと右側に篠本三区区民会館という小奇麗な建物が建ち、
前にはお地蔵様が立ち 、 すぐ近くの池脇には弁天様を杷った石市司がある。

会館の西側は墓地があって、 ここにも小さなお寺があったのかもしれな

篠本三区区民会館 池脇の弁天様を配った石市司

65 篠本熊野神社
区民会館からさらに西へ行くと右側に鳥居と拝殿が立ち、 その後ろに

少し小高い山があって 、 頂に神社の本殿が鎮座している。一間社流造の

さほど大きくない本殿であるが、 脇の飾 1) の彫刻は見事である。江戸時
代の作と思われる。この辺リは船戸と呼ばれ、 昔は栗山川水運の船着き

場があったのかもしれない。熊野神社は九十九里平野に点々として分布

し 、 そういう水運と関係があったと思われる。
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熊計神社正面 熊野神社本殿

66 栗山川篠本堰
熊野神社の手前を右に入 1) 、集落を抜けて栗山川へ向かう 。栗山川の土

手に上がると直〈・北に堰の構築物があり 、 これが篠本堰である。栗山川は

両総用水の導水路ともなっていて 、 所々に堰を設け 、 稲の田植え時ともな

ると堰を閉めて水を水田へと流すのである。栗山川の堰は河川改修に伴っ

て改築が進められ、この堰は古い方になっている。また、 この堰を渡って

多古百T 島に行くことができ 、 かつては篠本と島とを行き来する筋にもなっ



 

67 篠本湿原
篠本堰から北の栗山川左岸には開墾されていない湿原地帯が広がり 、 自然

の湿原植物の宝庫となっている。この湿原を地元では 大蒲と呼ぴ、 霞や蒲が

繁茂し 、 かつてはここの蔑を取って霞津を作ったりもした。この湿原には初
夏は野花菖蒲、 水千鳥、 夏は小鬼百合、 秋 1;1沢桔梗と 、 どちらかというと高

層湿原に生える花が咲 き、 低地でなぜあるのか不思議である。もしかして氷

河時代の生き残リかもしれない貴重な植生で、 できる隈リ保護したい。

篠本湿原遠景

野花菖蒲

大葦切の巣
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68. 篠本弘経寺( (・ぎょうじ)

篠本湿原からまた篠本三区の北側に戻 1) 、 ちょっと集落の中に入ると右

側に真新しいお寺が建っている。お寺の名前を弘経寺と呼ぴ、 町で唯一の
日蓮宗寺院である。東隣の匝瑳市や北隣の多古町には日蓮宗寺院が多いの

に対し 、 本町にはこの寺のみである。このお寺には日蓮宗であるためか、
妙見菩薩像と七面大明神像力、安置されている。もともとお寺のすぐ前の山

のよの小堂に置かれていたのもを 、 お堂が傷んだため同寺に移したという。

妙見菩薩(大明神)は北極星の化身で日蓮宗と結びつき千葉氏の守護神とな
って 、 県内にはこの仏様を肥ったお寺や神社が多い。 七面大明神は七面天

女とも言われ、日蓮宗総本山久遠寺の背後にある七面山に住む大蛇(龍神)
が天女に化身し、同寺の守リ神になったという。弘経寺には埴谷妙宣寺か

ら移されたという枝垂れ桜が植えられ、 春には淡い桜色の花が咲く。

妙見菩薩

69 . 篠本三区の参1)墓

弘経寺の向いに共同墓地がある。狭い敷地の中に 10以上の区画に分か

れ、今でこそ火葬にして骨量を埋葬することができるが、 かつては土葬

であった事からここに埋葬することはできなかったと思われる。それを

解消した方法がここを参1)墓とし 、 中のよに埋め墓を設けるという両基
帝' 1 が採用された。昔は埋 胃

葬を里T辺の送 1) と吉い、

集落から外れた野山の墓

地に死者を葬った。しか

し 、 いつも死者を偲ぶの

に山のよにお参りするの

が大変なため 、 集落の中

にお参りする為にお墓を

設けたのが参 1) 墓である。
こうした両墓古'1のお墓は
各地に見られ、 ここもそ

の一例である。



 

70 篠本要害台城跡
弘経寺前の墓地の脇から山の上に上がる道があリ 、 ここからが現在城跡の

上によがる唯一の道である。要害台城跡は栗山川低地に突き出した三角形の

独立丘に造られた中世の城跡で、頂上の平坦部の南側に主郭を配置し、東側

にひな壇状の曲輸を作 1) 、 その中央に城戸ロを設けているが、 現在そこは通

れない。城の構造としては複雑ではなく 、 発掘していないので時期について

は不明であるが、 東の篠本城を本城と考えると、要害台城は栗山川を見抜る

出城であったかもしれない。

71 篠本三区薬師堂

細い路地の先の薬師堂

弘経寺からさらに20m程西の左側の民家と民

家の問に細い道があリ 、 その奥に小堂が建って
いる。小堂の中には像高30cmほどの木造薬師
如来坐像が安置され、 手前にはもうほとんど面

相も分からなくなった片足立ちの蔵王権現像が

置かれている。この小堂は昭和46年の大雨の時、

哀山が崩れ埋まったのを 、 近隣の人々が探し出

し 、 堂を再建し安置したのだという。また 、 堂
の後ろには角の取れた板碑と五輪塔とが置かれ、

裏山が城跡であることと関連があるかもしれな

。

、

L
 

薬師如来ど蔵王権現
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73 篠本夏台遺跡、
篠本三区から旧道を東へ進

み、山すそに沿って南へ向か

い、 新道に一旦出て山へょが

る道を登ると、夏台の上へ出

る。夏台には古墳時代の遺跡

があり 、 平成 7 年の発掘調査

では 、 古墳の跡、や住居跡が出

土し 、 勾玉や切小玉などの副

葬品も出土した。この遺跡か

らは古墳の跡が 3 基発見され

たが、 いずれも墳丘が無いだ

けでなく、石室も痕跡はあっ

たが、 どれも石室の石材は抜
き取られていて、破片のみが出土

した。これは多分中世において、

板碑を造るための石材として取ら
れた可能性が大き \ '0 このア総東

部地域の古墳の多くが、 石室に黒

雲母片岩を使っていて 、 それが仇

となって 、 板碑の格安干の石材とな

出土した切子玉と勾玉

った所以である。それが下総

型板碑の成立の元でもある。

また 、 遺跡の南部には小高

L 、塚があリ 、 発掘で江戸時代

の瓦質土器が出土し 、 江戸時

代の浅間塚であることが分 IJ 、

冬にはここから富士山を拝む

ことがで き た。



 

73 篠本新台遺跡
夏台から新道を渡ると自動車の整備センターがある。そこにはかつて新

台 遺跡と言う縄文から中世の遺跡があり 、 平成 8 年の発掘調査によって 、

多くの遺構、 遺物が出土した。ここからは縄文前期の住居跡や土器、 奈良
時代では「寺」 銘墨書土器、 平安時代では瓦塔が出土した。そして中世で

は篠本城跡本城の西側に当たり 、 室町中期の建物跡、や地下式坑など多数の

遺構が出土した。また 、 同時代の和鏡が 3 面と懐中鏡 2 面がまとまって出
土したけ 、 抹茶入れが出土し 、 遺跡としては格のある所であることが推定

された。中世における本遺跡は、 篠本城本城の支郭と思われ、 遺構は出土
した遺物からほとんどが 1 5 世紀後半で 、 本城の後期から終末期に当た1) 、

篠本城の拡大によって営まれたニの曲輪的存在であったろう。ちなみに本

遺跡の最も大きい建物跡に立っと、北に志摩城跡をはじめとする多古方面
が一望できる。

新台遺跡全容

圃F~
Eヨ

日

睦畢
縄文前期の住居跡 縄文前期後半の土器
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[古寺j 銘墨書土器 瓦塔

.‘ 
新台遺跡から出土した中世和鏡

志土呂製茶入 近世初期の鉄鍋
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74 . 篠本城跡(城山遺跡)

新台遺跡の東側は篠本城跡、の本城、 城山があった。城山は標高 36mのほ

ぼ平坦で 、 東西 150m、 南北 200mの菱形に近い形の台地で 、 北に台地の
付け根があり 、 この形をうまく利用して城が造られている。台地の中央部

に王殿の建物跡があリ 、 これを囲むように堀が走って区画(曲輪)を造 IJ 、
各曲輪には建物跡、や地下式坑が密集し 、 全体が集落の様になっている。菱

形の台地の各角には見張 1) 台が設けられ、 台地斜面にも堀が廻っていて 、

台地よの防御も固くなっている。また 、 谷津の奥の斜面部も平場整地して
曲輪が造られ、 建物跡や地下式坑などがある。遺物も多く出土し、 陶磁器

では 1 3 世紀代から 1 5 世紀末までの、 中国製青磁、 白磁から古瀬戸 、 常滑、
渥美などのほか、かわらけや内耳土鍋などの土器、 石鉢、 茶臼、 砥石 、 終

石などの生活用品、 切羽、 芽 、 鋲、 八幡座金具 、 目貫なとの武装具、 和鏡

や紅皿、 鉄策壷などの化粧道具 、 板碑や五輪塔などの宗教遺物、 当時の残
されたほとんど物が出土した。建物跡の周圏からは屋敷墓が検出され、 馬

の埋葬も多かった。このように篠本城跡は戦いのための械と言うより 、 生

活の場とした所を防御した集落型城郭と言えよう。
中世のほか城山からは 、 縄文， 弥生、 古墳、 奈良、 平安各期の遺構や遺

物が出土し 、 長くここが利用されてきたことが分かった。殊に縄文時代で
は他にあまり類伊!のない早期の土器が多量に出土し 、 この時期の多様さを

改めて示すこととなった。

篠本城跡空中写真
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王殿と思われる建物跡

東側斜面の堀

北西部の墓域
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古墳時代中期の城山 18号住居跡

平安時代の城山 1 号住居跡

城山 1 号喰周溝出土の須恵器

-t。。。00・ () ÖOO
zτESEES 。.....
。õoõõo.....

城山 1 号埋葬施設から
出土した副葬品

?司
城山18号住居跡出土の土器

城山 l 号住居跡から出土した遺物
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75 神山谷遺跡
城山台地の東側に南北に細長く延びた台地が神山谷と呼ばれ、 台地上

から斜面部にかけて縄文時代から近世までの遺構が多数検出された。ま

た遺物では旧石器時代まで遡る石器も出土し、細長い丘陵状の地形であ
リながら濃密な遺跡であった。

縄文時代では 、 早期の住居跡、や炉穴、 落し穴が台地先端部に分布し 、

弥生時代の住居跡、が台地全体に散在するが、 古墳時代に成ると住居跡が

急に増え 、 台地全体が隙聞のないほどに成る。これは城山の方が広いの

に対して古代遺構が少ないのと対称的で、 古代人の居住立地の決め方が



 

単純でなかったことを示している。

縄文早期では径 3 mを越える巨大な落し

穴が掘られ、 何を追い込んだか考えさせる。

早期末の土器は出ているが、 前期前葉の土
器は見られな L、。前期では中葉の住居跡が

数軒あ 1) 、 黒浜式の土器が出土する。後葉

になると土器(諸磯式 ・ 浮島式)は J いが、
遺構は無くなる。その中に獣面の把手のあ

る土器がある。中期になると土器は少なく

なり 、 これ以降の縄文遺物は無くなる。

縄文早期の炉穴

1 - ・ ・
・ ・，~
" 

縄文前期末の土器

獣面把牛のある土器
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弥生時代では中期後葉から後期にかけての住居跡 7 軒が出ている。造

物は少ないが、 少ない土器を見ると、中期では南関東系の宮/台式であ

るのに対し 、 後期になると北関東系の土器に代わっている。

から平安時代まで重なる

平安時代では住居跡が

小さくなる傾向であるが、

遺跡全体に分布する。南
部の住居跡からは 、 皇朝

十二銭の内の富寿神賓が、

北部 11世紀住居跡からは、

玉製帯飾が出土し 、 また 、

右写真の様、に墨書土器も
多〈出土し 、 格の高い遺

跡、であることを示めした。

古墳時代中期北陸系の土器

古墳時代では前期から後期まで

住居跡、があ 1) 、 中にはよの写真の

様な北陸系の土器も入っている。

奈良時代には中南部の台地よ西

側斜面に、 大量の土器廃棄跡が検

出された。同時代の住居跡は決し

て多いとは言えず、 なぜここに大

量の土器が捨てられたか謎である。

平安時代の墨書土器



 

中世になると最北部の台地上に堀で

囲んだ曲輪がある他は 、 斜面部の比較

的緩やかな城山に向〈所を選んで段整

地して 、 曲輪を造る様になる。最北部

の曲輪は 、 西と南摂1)に連続堀底仕切の

ある堀が周 1) 、 特に防御を高めている。

他の斜面部曲輸は、 段整地したのみで

狭いながらも屋敷地とし 、 建物や地下

式坑などが構えられている。また近
世も中世遺構を削って屋敷が造られ、

今日の集落形態に近くなっている。

神山谷北部

また近世も中世遺構を削って
屋敷が造られ、 今日の集落形態

に近くなっている。ここでは手ヰ

面に横穴を掘って 、 横井戸を造

っていて 、 楽な水確保を行って

いる。近世では建物跡、の柱穴が

小さいか少なくなって、 掘立柱

から礎石立ちの柱へと代わった

のであろう。近世陶磁器は瀬戸

近世屋敷町、

神山谷最北の曲輪

近世陶磁器
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76 篠本ニ区庚申塔
現在のひかり工業団地北端の東へ入る道を行き、

民家が両側にあるところが大門と言われ、 中世篠本
城跡への人 1) ロである。そこを過ぎて突き当たりを

左に曲がり 、 開けた所に出ると篠本から八日市場へ

行〈旧道に当たる。その旧道の角に小さな庚申塔が

立っている。鎧のようなものをまとった青面金剛の
容像が彫ってあり 、 篠本一区への入リロの守 1) 神で

あろう。

77 篠本日吉神社
庚申塔から東へ切通しのような旧道を東へ少し登

ると 、 左側に長い石段があiI 、 上に鳥居が立ってい

る。ここが篠本日吉神社で、 篠本の村社である。篠

本はニ又、 新井、宝米とを合わせて明治時代から戦

後まもなくまで日吉村と呼ぱ

れ、 その謂れがこの日吉神社

にあるほどである。それだけ

かつては大きな力を有してい

た神社であったろうが、 今日

は山のよにひっそりと作んで

いるだけである。長い石段を
登ると境内には拝殿(神楽殿)

前に建ち 、 その後に流造りの

本殿が建っている。かつては

この拝殿で獅子舞の神楽が奉

納されていたと言う。日吉神

社は元来天台寺院の守護神と

して建てられることが多〈 、 神社の東にある新善光寺はもと天台宗であった

と思われる。おそらく江戸時代以前はお寺と共に 、 栄えた村の鎮守であった

ろう。

78 篠本子安神社
日吉神社から旧道をさらに

東に行くと 、 右に入る小道の

先に石段があけ 、 そのよの向

こうに鳥居が見え 、 小さな社

が建っている。これが篠本子

安神社で 、 今も地区の女性た

ちから安産の神様として信仰
され、 正月には年に 1 度の子

安講が、 近所の集会所で営ま
れると言う。変わっているの

はこの子安講の時、 神社に奉 篠本子安神社



 

納されているお面が出され、 講に

集まった人々に披露されとのこと
である。まだそのお面を見ていな

いので 、 とのようなものかは分ら

ない。

この子安神社の衷に行〈道が続

いていて 、 そこを 11'くと突き当た

りに多くの石市司が並んでいる。石

市司に は様々 な銘が彫られているが、

皆江戸時代Jのものである。

79 篠本新善光寺

咽 圃F-t

函
子安神社衰の石洞群

さらに旧道を東へ行主 、 少し開けた所に左に入る道があり 、 その先の山の
中腹に大きな堂宇と大樹が見える。これが篠本新善光寺と呼ばれる 、 この地

域ではもっとも大きい寺院である。このお寺の縁起は古〈 、 承平五 (935) 年

勃発の平将門乱の時、 これを鎮めるため、 京の高僧寛朝が高雄山神護寺の不

動明王像を奉じて関東に下った際、 九十九里尾垂浜から成田へ行〈途中で 、

一旦この新善光寺にとどまった と 言う。そのためか新善光寺の本尊は不動明
王である。しかし 、 同寺

には 3'11こ善光寺式阿弥陀
三尊像が本尊としてあり 、
これが現在の寺名の由来

となっている。善光寺式
阿弥陀三尊像は 、 善光寺
信 irpが流行った鎌倉時代

の仏像で 、 その時に寺の

名称が変わり 、 同時に宗

派も変わったのかもしれ
ない。

銅造善光寺式阿弥陀三尊像

58 



 

59 

新善光寺本堂の前には、 幹周 IJ

6 mはある大きな権の木が植えら

れている。樹齢にして500年以上

は経っかと思われ、 樹高は 20m く

らいで 、 枝は周囲 10mずつ広げて

いる。植の木は雌雄君' 1株で 、 この

木は雌株でかつては秋になると多

くの実を実らせていたが、 今は樹

勢が衰えたせいかあまり実をつけ

なくなった。かつてはこの栢の実

は 、 先端に穴が聞き 、 縁起物と言

われていた。

篠本一区中央の秋山商店

81 篠本一区題目塔

80 . 篠本秋山商店

篠本一区を横断する旧道と北か

ら来る道が出会った辻に 、 昭和初

期風の秋山商店がある。篠本一区

の中央部に当た 1) 、 何でも売って

いるいわゆる雑賀屋さんであろう

が、 今で言えばコンビにかスーパ

ーマーケ y 卜であろう。昔はこう

いうお店が各集落にあったもので

ある。

秋山商店の辻を曲がり 、 北へ行くと集会所の先の
左側に 、 文字を彫った石塔が立っている。文字は筆

先を伸ばしたように、 「南無妙法蓮華経」 と彫って
あり 、 日蓮宗の題目塔であることが分る。日蓮宗で

は仏像の容像を拝むことは無〈 、 法華経の「南無妙
法蓮華経」唯一本尊として拝むところから 、 石塔も
容像塔は建てず、 このような題目塔を建てたのであ

ろう。

2 寒風城跡入口の
洞

北へ行〈道を進むと

ニ又に別れ、 そ こ を左

へ坂道を登 1) 、 よりき

った所に右に入る小道があリ 、 その反対側の土

手ょに石洞がある。



 

83 篠本寒風城跡
右の小道をよがると 、 台地

を切るように堀があり 、 その

よには土塁が見える。ここか

らが篠本寒風城跡、である。寒
風城跡は篠本台地が北に張 1)

出した所を利用し 、 その先端
から南へ 300mほどの範囲に

城域を展開させた域で 、 今日

も堀跡、 土塁がよく残ってい

る。そこが篠本城跡と異なる

所で 、 篠本城跡より後に築か
れた城で 、 寒風が吹きすさぶ

北に突き出した台地に造られ

.-. 

RL 註坦
た事から寒風城と名づけられたのであろう。伝承では篠本城が廃城後の 1 6 世

紀はじめ、 飯意の椎名神九郎が篠本に入って 、 寒風域を築城したとされる。そ

の後天正十八(1 590) 年豊臣秀吉の小田原攻めのとき開城、 廃械になってその
まま現在に至る。

84 神山台の切通し
寒風城跡から元の道を戻 1) 、 篠本一区集会所

の前の道のT字路を東へ、 急坂をよがりきると

神山台の切通しになる。この切通しの左側は寒

風城跡の堀ど土塁があり、ここが同械の南端に

なる。そして切通しの右側に小道があって 、 そ

こをまた上がると神山台遺跡のある台地に出る

また 、 上がりきったすぐ左側には低い土盛りが

あり 、 これは地元で伝えられる十三塚である。

現在は切通しの北側に l 基と南側に 2 基が残る

のみであるが、 さらに神山台の南へあったと尽

われる。十三塚は J工戸時代に造られた供善塚の
一種で 、 ここの塚でも発掘調査で周りの溝から宝示火山灰が検出され、 江戸

中期にあったことが確認された。平成 8 年の発掘では、 弥生時代の住居跡や

中世の火葬坑が検出された。

神山台遺跡で採集された

角柱状撃形石斧
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85 篠本鍛冶屋谷の庚申塔、 十九夜塔

篠本神山台の切迫しを過ぎて坂を下り
ると篠本鍛冶屋谷の集落がある。このす

ぐ東側は匝瑳市の亀崎で、 回丁境の集落で
ある。坂を下りたすぐ右側に墓地があり

その墓地を臨むように山側に如意輪観音

を彫った十九夜塔が鎮座する。また、道

の左側の山裾に 1;1庚申塔が立っている。

この庚申塔は篠本への入 1) ロにある、守

1) 神としての存在であろう。

86 篠緑の蔵元青柳酒造
鍛冶屋谷から再び元の道を戻

リ 、 篠本一区中心部から東へ山

裾の道を東へ行くと庄屋のよう

な屋敷が見え 、 篠緑の蔵元青柳
酒造がある。青柳酒造は町内で

唯一の酒造家で 、 篠本の湧き水

を利用し、地域の米で醸造した
酒は地元で根強い人気があった。

蔵には酒米を蒸した煙突立ち 、

その前には大きな際造タンクが

おかれ、 往時の名残を残してい

る。しかし、今日は自前での酒

の醸造ができな〈なったが、 現

当主が細腕ながら蔵の名を守っ
ている。

鍛冶屋谷の庚申塔と十九夜塔

青柳酒造蔵元
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八日市場へ行〈道の両側にある石仏群



 

88 篠本八石田遺跡
県道を西へ行き 、 右牛のひか

り工業団地を過ぎると 、 日吉郵

便局が見えてきた所でその背後
に段々畑を見ることができる。

今あるこの段々畑の東側にもか

つては同様な斜面が続いていて、

ここが八石田遺跡、と言われ、 工

業団地造成時に発掘が行われ、

平安時代の住居跡、や中世の屋敷

跡などが発見された。ここでも

篠本城跡と同じ時代の中世の遺

構があったと言うことは、 線本

城の範囲がここまで広がってい
たと理解していいだろう。

B 吉郵便局と八石田

-・・・ー
重マZすて検出された平安時代住居跡、

89 篠本大六天
八石田の段々畑のさらによにこんもりとした森が僅かに残 1) 、 その中に入

ると北相'1に向いて閉口した平場があり 、 その中

央に石塔が立っている。石碑には 「大六天」と
彫られ、ここに元々は大六天を杷った社があっ

たのかもしれない。しかし 、 この山も何か特別

な雰囲気を持った場所である。

大六天石柱のある平場
大六天石柱
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六 . 小川台 ・ 台

篠本日吉郵便局前の向いに南へ水田の中を行〈道が真直ぐ延び、 その
先の少し高くなった所に展開する集落がノトμ l 台である。ここは水田から

わずか 5mほと高くなった千葉段丘上に形成された集落で、 戸数約 50で

町内でも大きい方である。その南側にまた一段高くなった平坦な台地が

あり、これを越えると台の集落に入る。今は農免道路で繋がI! 、 行き来

しやすくなっているが、 昔は山越えして結んでいたという。ここの古い

地名は岩室と呼ばれ、その名残が小川台の隆台寺の山号が岩室山、 山の

最も高い所に岩室砦跡があり 、 ここに古代岩室郷があったと言われる。

台地の上には小川台古墳群があり 、 古墳の石室からこの名がついたか。

民習でζ一一三ヨ|
北から遠望した小川|台
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十九夜塔 門前脇の無縁仏塔
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91.小川台弁天池

隆台寺の斜向には池があって、

その中に島があり弁天様が杷ら
れている。池は今は周 1) ;が四角

く固められているが、 かつては

おそらく隆台寺の前を横たわる

ように広がっていたかもしれな

い。そう想像すると隆台寺は 、

鎌倉時代には浄土式の伽藍であ

ったかもしれない。

92 . 小川台薬師堂

隆台寺前の道を西へ行き 、 突
き当たりを右曲がって台地を降りる牛前の左側に少しあがる所がある。そこ

をあがると正面にノl、さく新しい御堂があり 、 中に石の薬師如来像が安置され

ている。御堂の左側には墓石が並ひ、 小さな共同墓地が造られていて、 その

お堂に近い所に中世の板碑が 1 基立っている。ここにも中世の痕跡が色濃〈

残っている。

93 子安大明神
薬師堂からまた道を戻って、
隆台寺前の道と交差する所を右

に曲がり 、 小道を西に行くと 、

少しより坂をまた右曲がると鳥
居が立ち 、 その先に小さな洞を

構えた神社がある。鳥居には子

安大明神と書かれた扇額が掛け
られ、子安様を配った神社であ

る。その奥の石市司は妙見尊と彫
られた石柄があ 1) 、 小川台集落

の西側を守る神であるのだろう。

各集落には大抵子安様を杷 1) 、
安産祈願の配所となっている。



 

94 子安観音とお地蔵様
子安大明神から元の道に戻って、

集落の中の道を山側の方を廻って東
へ行主 、 集落のはずれの右側の覆い

屋の中に 、 子安観音とお地蔵様の像

を彫った石塔が鎮座している。屋根

がかかっているが、 子安観音の方は

表面が苔むしていて像容が分りにく

くなっていて 、 古さが感じられる。
小川台の西端には子安大明神が杷ら

れ、 東には子安観音が鎮座し、 子供

の安産にはやはりなみなみならぬ、

思いがあったのだろう。

95 小川台大国神社
子安塔からさらに東へ行くとす

く・農免道路に出、 それを越えると

すぐ左側に鳥居があり 、 その上に

小山がそびえ 、 急な石段を上がる

と頂上に社殿が建っている。この

山は地形図で見ると角錐状でピラ

ミ y ドの様であり 、 小川台の東端

にあって大国主命神を杷っている
ことから、奈良の大神神社を勧進
し 、 この山は三輪山を模したと思

われる。つまリこの大国神社はノl 、

石造子安観音とお地蔵様

川 | 台の東の守りである。また 、 この山の西側の中腹には龍神を肥った所があ

り 、こ の山の北には龍神池がかつてあったという。大国神社の祭神は大国王

命、 あるいは大物主命、 または大巳命で 、 蛇の化身であり 、 縄文の神のー柱

であった。つまり岩室郷である小 )11 台は古〈から人々が営んだ所で、 その遺
跡が今も息づいているのである。

謎の木鐘 (魚) ? 
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96 小川台寺方遺跡
大国神社から農免道路を少し南へ

下る両側に 、 小川台寺方遺跡が広が

る。農免道路は大国神社前の所で峠
になり、そこから南へはくだりにな

リ 、 その右恨1)の高い所が岩室砦があ

1) 、 農免道路の整備による平成 6 年

の発掘調査ではその堀の一部が検出

された。また同調査では古墳時代後
期の住居跡も検出され、 台地上の古

墳の存在とも繋がるものであろう。

発掘された堀跡

97 小川台岩室砦跡
農免道路の寺方から右に

入る小道があって、そこを

発掘された古墳時代の住居跡

も空電

よがり、さらに右に入る道

を上がけ切った左側に岩室
砦跡の主草)1 がある。岩室砦

跡、はこの左側に土塁で固ま

れた主郭と、道の右慎1)ニ郭

とからなるこじんまりとし

た構えであるが、 今もよく
残っている城跡、である。こ

- ー雫予想]兵. トー，

Fキ主J
の城跡に関しては、千葉庶流匝瑳

椎名党の一族、 岩室資胤 ・ 直種 ・
胤長らが在城したとの記録が残る
この城跡のいま地表に見られる遺

構は 、 土塁や堀が見られ、 また 、

平成 6 年の寺方遺跡の発掘調査で
出土した遺物から 、 15 世紀から

16 世紀末まで存続したと思われ

る。

岩室砦跡の航空写真

岩室砦跡、に残る土塁



 

98 小川台古墳群
岩室砦跡から台地の上へよがる

と 、 今は平らな台地に畑が広がっ

ているが、 かつては山林の中に土

侵頭が寺、々と分布していた。この

土侵頭は古墳時代のお墓で、 小川

台古噴群と呼ばれる。昭和 50 年

代、 この台地を開墾し畑にする際

に 、 障害となる古墳が発掘され、

その内の 5 号積からは様々な形象

埴輪が出土し注目された。特に武

人や貴人、 馬のほか 、 鹿埴輪は全

国的に珍しい角付きであった。ほ

かに鉄製直刀や鉄剣なとの副葬品
も出土し 、 この地域の古墳文化の

一端が明らかとなった。現在 18

基中 6 基が残るのみであるが、 今

なおここに古墳群があったことを

示している。

小川台 1 5 号墳(前方後円域)

発掘前の 5 号墳(前方後円墳)

5 号墳の発掘で出土した埴輪
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.... 

5 号噴出 土問直刀

1号噴出土の鉄製品

5 号墳出土の埴輪

99 宥昭、法印入定塚
台地西端にある 6 号墳から南へ台地の縁の道を行主 、 山林の中に少し入

るとちょっと変わった五輪塔が立っている。これが宥昭、法印の入定塚であ

る。宥照法印は江戸時代中期のお坊さんで 、 宝米宝蔵寺の住職であった時、
周辺の民が享楽に耽I!生活の質実を疎かにしていたのを嘆き 、 自身が入定

してこれを戒めようとした。周辺の民はこれを知って師の志を汲み、 師を

供養するために建てたのが
この五輪塔である。この五
輪塔は笠形の火輸が台形の

杯、になっていて高さがあり 、

一番下の四角い地輪も高さ

があって 、 塔全体で身高に

なった 、 変わった升3 をして
L 、る。



 

100 台宗龍寺
宥照法印入定塚から畑の中を東に行主 、
台地の東端に来ると大きな樹の元にまだ

真新しい本堂が建つお寺がある。このお
寺は光では唯一の禅宗寺院で 、 宗龍寺と

言う。お寺の前の右側にはきれいに御影

石の台座に載せられた中世の板碑が 3 基

立ち 、 入 1) ロの手前左側に は庚申塔とニ

十三夜塔、 その右側には七地蔵が立って

いる。また 、 お寺の入 1) ロには巨樹が生

え 、 これは町指定天然記念物の権の木で

実が付かないので雄株である。板碑はい

ずれも町指定有形文化財で、 その内の 1

基にはホ享九 ( 1437) 年の紀年銘があり 、
岩室砦の存在時期とほぼ一致することか

ら 、 その城主が建立したかもしれない。

庚申塔や二十三夜塔がここに並んで立っ
ていることは、 この前の道がもともとの

道筋であったろう。
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101 台の子安様
宗龍寺から出て前の道を少し下った左側に、 小さな鳥居とその奥に桐が鎮

座している。桐の中を見ると 、 子供を抱いた女性を彫った木造神像が安置さ

れ、 子安大明神が杷られた小さな神社である。台地区の女性の安産祈願の神
様として 、 大事に信仰されてきた社であろう。

台子安神社の小柄

102 台星宮神社、 台城跡
子安様からさらに坂を下けるとカーブになって、 その右側の道より高い所

に神社がある。階段を上がると社殿があり 、 その奥に平場を囲むように土塁

が見える。ここは小川台台地の南に突き出した所になり 、 そこを抑えるため

に小規模ながら 、 城を構えたのであろう。おそらく岩室砦の出械としての機

能を持たせたのであろう。神社の周リには 、 三山塔や古峰神社など、 様々な

石洞が並んでいる。

103 台大師堂
急な坂を下りきった所の左側に小堂があり 、
中に木造の弘法大師像が安置されている。お大

師様は町内では普通石造であるが、ここ では木

造で彩色されたきれいな像で 、 光では珍しいお

大師様である。

台大師堂



 

104 台堰の十九夜塔
台の集落から農免道路に出て南へ向かい、

谷の 中間点の小 )11 の直ぐ脇にコ ン クリブロ

y クで固まれた石仏が鎮座している。丸彫

リの如意輪観音像の十九夜塔である。町内

にはこの様に水場の近くに立つ十九夜塔が

多〈 、 おそらく水子供養の為に造立された
ものと思われる。ここの十九夜塔は、 以前

は野ざらしであったため、 今はだいぶ風化

が進んでいる。

且晶a・E・E・ ・E・-
105 台 ・ 虫生駒形遺跡、 駒形城跡 台堰の十九夜塔
堰の十九夜塔の所から西へ眺望すると 、 ゴヒへ突き出した山が見える。
この山の上に台駒形遺跡があり 、 山全体が駒形城跡、となっている。駒形

遺跡は虫生地区にも広がり 、 縄文時代から平安時代の遺跡で、 一部縄文

中期の貝塚も存在する。

住居跡から貝殻を検出 駒形遭跡出土の「匝瑳」銘墨書土器
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七.小田部 ・ 母子か ら芝崎へ
台の南が小田部で、 その東が母子で匝瑳市どの境になる。小田部は北

へ突き 出 した台地と 、 南側に少し聞けた平らな台地とからなけ 、 集落は

北の谷;章に沿う様にあるのは 、 この辺の特徴である。また、 南冊'1 は九十

九里平野の最前面になり 、 砂州が形成されている所に集落がのる。小田

部町営住宅のある所は 、 台地を削って造成した所であるようだ。

母子は九十九里平野の前面で、 東西直線的に長〈 、 北側の背後の山は
侵食が進んだ台地で、 ほとんど平坦地がなく丘陵の様になっている。母

子の集落の前には、 地形に沿う様に道が東西に走 1) 、 これが銚子まで続
〈街道で 、 古くから存在したと思われる。



 

106 小田部遺跡
駒形遺跡の向いに南条小学

校を見て 、 台地が少し括れ、

その先の台地の上を南へ行〈

道を行くと、平らな台地方、広

がっている。 ここがノト田部遺

跡と呼ばれ、縄文から平安時

代の遺跡となっている。標高

39mあって、この縁から木の

間を通して九十九里平野を望

むことができ 、 古代人も平野

を眺めながら暮らしただろう。

107 小田部の道標
小田部遺跡を東に向かうと三叉路に当

た 1) 、 その分岐の所に石柱と石洞が立っ

ている。石柱の正面には大師像と「南無

大師遍照金同IIJ 両脇には行き先が害かれ、

大師塔と道標とを兼ねた石塔であること

が分かる。石市司は文字が無いが、 おそら

く道ネ且存申であろう。

108 小田部星宮神社
小田部の道標

三叉路を左に向い、 少し坂をアが 1) 突き当たけを左に曲がって右側に入

る小道を上がると小田部星宮神社がある。山の中の小さな社であるが、き

れいに掃除されていて 、 清浄さが漂う。この神社では毎年12 月 23 目 、火伏

神事が行われる。これは江戸時代の天明三(1783)年、小田部で大火があっ

たとき 、 たまたま神楽の面が保管されていたある家だけ 、 火災を免れたと

いう事から 、 その面の御利益を得んと 、 子供たちが神楽面を被リ集;事を廻

って火事よけを祈願する様になったと言われている。面は猿と獅子であり 、

獅子は三面あけ 、 古い形をしていて 、 おそらく三匹鹿舞の頭と思われる。

現在は鹿舞は行われておらず、 その伝承も残っていな L 、。

小 田部星宮神子土 火伏を行っ ている子供たち
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109. 小田部城跡

星宮神社の北側の山が小田郡城跡で

神社もそのー告[\に含まれる。小田部城

跡、は中世匝瑳椎名党の一族が築城した

と言われ、 北に延びた台地を利用して

山上に堀を掘って曲輪を 2 ~3 造った

械であるが、 精細な調査をしていない

ためその構造ははっきりしない。岩室
砦跡や芝崎城跡も同じ椎名氏の城跡で、

同族でのネ y 卜ワークを構築してこの

一帯を領有していたのだろう。

110 小田部西運寺
星宮神社から少し東へいくと左に

ヤ 1) 坂があって 、 そこを降 1) 左に入

った所に墓地と新しい建物が建って
いる平場がある。ここが小田部西運

寺で 、 地区の檀家寺である。寺の本

堂は最近建て替えられたばかりで、

以前の様子は全〈伺えな\ '0 本堂の
左側には子安観音と地蔵の石仏があ
り 、 正面の階段を下りると右側に は、

六観音の石仏が立っている。

六観音は十一面観音や聖観音などで 、

地元では芝崎海老川の観音と合わせ

て七観音と呼んで信仰している。弘

化五 (1 848) 年造立で 、 屋根が架けら
れ、石仏はきれいである。

111 小田部狐塚の十九夜塔
西運寺から農免道路に出て 、 その

反対側の東に広がる田んぼの中に、

コノクリプロ y クで造った小屋のようなもの

が立っているのが見える。行って中をのぞく

と如意輪観音像を彫った十九夜塔が立ってい
る。この十九夜塔の脇には水路が流れ、 やは

り水子供養のためにここに建てたことを伺わ

せる。しかし 、 小田部の集落からはちょっと

離れた所にあるのが 、 水子供養の哀れきが感

じられる。
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小田部城跡の山

西運寺下の六観音

小田部狐塚の十九夜塔



 

112 母子子安神社
小田部狐塚の十九夜塔から水田の中を南へ行き 、 東西に走る旧銚子街道

に 出て東に行 主、 町の境まで行くと左側の山を少しあがった所に子安神社

がある。 こ この子安神社の社殿は そこそこの大きさで 、 拝殿は瓦茸である

が、 最近はあまり手入れされていない様で、 少し荒れが目立っている。母

子と言う地名にはその謂れに悲しい話が今も伝わり 、 この子安神社もその

遺跡のーっかもしれない。神社の裏山に上ると石市司があり 、 また 、 神社の

前には庚

113 母子胎塚
子安神社からまた戻って 、 水路の

手前の右側に小高い山があって 、 山

の頂上に は石洞がある。この山が胎

塚と呼ばれ、この山の東側のまが胎

姫と言う屋号が付けられている。こ

の塚も母子の地名の由来にも係わっ

ている。今から 500 年も前の室町時
代、 匝瑳市の須賀城の須賀某に小田
部か芝崎から姫が嫁ぎ、 子を妊娠し 母子胎塚の山
実家で生もうとした。そのと き 須賀城が攻められたことを知った姫は、 婚家

へ駆けつけようとしたが、 この地で夫の討ち死を知リ 、 この先行くかどうか

迷った。そのうちここで子を産み 、 その胎を埋めたのがこの胎塚と言われ、

夫の死を悲しんで母子共にここで亡くなったので母子の地名が付いたと言う。

また 、 母子を哀れんで配ったのが、 前の子安神社だと言う。

114. 母子庚申塚
水路を越えてまた西へ行くと 、 右

側に庚 申塚が木の陰に隠れるように

ある。像容の庚申塔が 2 基、 自然石

の文字塔が l 基立っている。ここの

庚申塔は母子集落のほぼ中央部にあ

り 、 他の集落の入 1) ロにあるのとは

場所が異なっている。しかし 、 街道

に面して立つことによって 、 集落を

守る役害'1 があったのかもしれない。
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115 母子の読諭塔
母子の庚 申塚の旧道を挟んだ斜向かいに母子の集会

所があ 1) 、 その横に文字を刻んだ石塔が立っている。

文字を読むと「百万遍読諭成就記念」と読め、 通称読

諭塔で衷に大正元年とあり 、 百年前の造立であること
が分る。読諭塔は主に僧が修行の中で、 お経を何回も

繰り返し読んだことを記念して建てたものである。町

内に は お寺の境内に多〈建てられているのを見ること
ができ 、 江戸時代にお経を読む修行が良〈行われてい

たことを示すものである。

116 小田部 ・ 母子の切通し

母子の l日街道をさら に西へ行くと 、 国T の南北を走る

農免道路に当たる。この農免道路は平成 10 年ごろに

整備され、 そのときここの切通しが少し開削され、 そ

の切通し面に き れいにな地層を 一一一一一一 ー一ーー一
見ることができた。ここで見ら

れた地層は 、 上半分が褐色のや

わらかい砂層で 、 下総層群の木

下層にあたり 、 そのヤは固い灰

白色のン ル 卜層で 、 よ総層群の

金剛地層と思われる古い層が見

られる。この九十九里平野に接

するヤ総台地東端は台地が隆起

してせ 1) 上がリ 、 古い地層が地

ょに出ていることが知られる。

117 芝崎海老川の観音堂
農免道路を越えて
旧街道を西へさらに

行主 、 5 字力一プを
過ぎ南条駐在所の手

前の左側に、 少し開

けて空き ttのような
所があり 、 その中に

小さなお堂が建って

いる。このお堂に観

音様が安置され、 小

田部の六観音と合わ

せて七観音のひとつ

である。おそらくこ

こも本来はお寺であ

って 、 3也ナ戒のイ吉i'Pの

小田部 ・ 母子の切通し

芝崎海老川の観音堂



 

場であったと思われる。境内にはお堂のほか、

庚申塔、 馬頭観音、 千手観音などの石仏のほか、
石市司も見られる。今は切 I){列されてないが、 大

樹の切り株もあり 、 元は大樹に囲まれた古寺で

あったろう。

庚申塔

馬頭観音 千手観音

118 芝崎浅間山アの庚申塚
芝崎海老川の観音堂前から西へ行〈道が分れ、 そ
ちらへ 1 00mほど行くと 、 右側に庚申塚があり 、 像

容塔と石洞の庚申塔が立っている。観音堂からは僅

かの距離であるが、 芝崎の東側に

はこのように続けて庚申塔が立っ

ているのに対し 、 西側には 1 基も

見られない。

ここから芝崎海老川の観音堂前

に戻リ 、 旧街道を南へ行くと今の

国道に出て 、 国道を渡 1) 、 コンビ

ニの哀を行〈道の旧道を行くと宮

川橋場の交差点を経て、 横芝駅に

戻ることができる。
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芝崎から東を望む

あとがき

ガイドプ y 7 2 に所収した所は、 旧光地区の北半分に当たり 、 侵世が

進んだア総台地と 、 その聞に広がる水田地帯とで 、 松島のような景観を

有する景勝の地と言っても良い所である。そこには古代から多くの人々
の足跡が刻まれ、 様々 な遺跡、が形成されてきた。中でも特徴として取り

上け'られるのが、 中世の遺跡、である。発掘調査された篠本城跡はじめ、
台地のほとんどには 中世城郭が造られ、 低地にも進出して居館なども発

見されている。またその頃から伝えられている民俗芸能「鬼来迎」 もあ
リ 、 まさに文化遺産の宝庫であると言え 、 町の誇リであると言っても過
言でないだろう。この財を護りつつ、 後世に残しながら 、 百丁の今後の発

展に活用して行ければ 、 回丁の将来は明るいものとなろう。

このガイドブ y クを作るに当たっては多くのこ協力頂きました。ここ

には機関等のみを記して御礼申しょげます。

横芝光町文化財審議会、 横芝光岡T歴史ロマン研究会、 生涯学習講座郷
土を知る再発見の旅受講生、 千葉県教育庁教育振興部文化財謀、 千葉県

教育振興財団、 芝山町立古墳はにわ博物館、 房総石造文化財研究会、

鬼来迎保存会、中台神楽保存会、 宮内神楽保存会、 鳥喰下大神楽保存会、
屋形四社神社里神楽保存会

本書の執筆、 編集は 、 横芝光町教育委員会社会文化課文化財担当
道津明があたった。内容についての文責は道淳に帰す。
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